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序
説

第
四

般
概
況

部

高
度
成
長
時
代
の
流
れ
の
中
で

(一）

1４２５

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
十
一
年
）
が
明
け
た
時
、
東
西
の
両
大
国
米
。
ソ
の
間
に
雪
ど
け
の
気
運
が
開
け
つ
つ
あ
っ
た
。
昭
和
一
一
一
十

四
年
に
は
、
更
に
東
西
両
陣
営
の
相
互
理
解
へ
の
努
力
が
実
を
結
ん
で
経
済
・
文
化
の
交
流
が
広
ま
り
強
化
さ
れ
た
。
も
と
よ
り
、
各

国
の
国
家
経
営
の
深
底
に
あ
る
原
子
力
応
用
競
争
の
火
花
は
消
す
べ
く
も
な
か
っ
た
が
、
と
に
か
く
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
東
西
両
陣

営
に
高
ま
っ
て
き
た
冷
た
い
戦
い
に
、
歴
史
的
な
転
機
を
あ
た
え
た
年
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
一
年
十
月
十
九
日
に
は
、
日
ソ
国
交
回
復
に
関
す
る
共
同
宣
言
。
通
商
航
海
に
関
す
る
議
定
書
の
調
印
式
が
、
フ
ル
シ
チ

ョ
フ
ソ
連
邦
首
相
と
日
本
の
鳩
山
一
郎
首
相
と
の
間
で
行
な
わ
れ
た
。
同
年
十
二
月
二
十
六
日
に
は
ソ
連
か
ら
の
最
後
の
集
団
帰
国
者



一
、
○
○
二
名
が
舞
鶴
に
帰
っ
て
き
た
。

昭
和
三
十
年
に
は
ソ
連
の
拒
否
権
発
動
に
よ
っ
て
実
現
し
な
か
っ
た
日
本
の
国
際
連
合
へ
の
加
入
も
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
十
二
日

に
は
安
保
理
事
会
の
全
会
一
致
で
決
定
、
同
十
八
日
の
総
会
で
可
決
せ
ら
れ
た
。
こ
え
て
昭
和
三
十
二
年
一
月
一
日
の
国
連
総
会
で
は

安
保
理
事
会
非
常
任
理
事
国
に
日
本
が
当
選
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
華
人
民
共
和
国
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
の
関
係
は
、
殆
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ル
ー
マ
ー
ー
ァ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
な
ど
ソ
連
圏
内
五
カ
国
と
の
国
交
回
復
条
約
は
昭
和
三
十
四

年
末
ま
で
に
了
っ
て
い
た
。
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
と
の
間
に
は
賠
償
条
約
や
経
済
援
助
契
約
（
賠
償
要
求
権
放
棄
国
に
対
す
る
）
な
ど

を
締
結
、
そ
れ
ぞ
れ
履
行
に
移
り
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
情
況
は
、
わ
が
国
に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
幸
せ
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
名
実
と
も
に
世
界
の
一
員
と
な
り
得
た
か
ら
で
あ

る
０

1426

わ
が
国
の
経
済
も
、
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
ま
ず
順
当
に
伸
び
て
き
て
い
た
。
昭
和
二
十
九
年
に
始
ま
っ
た
好
況
は
昭
和
三
十
一
一
年

上
半
期
に
及
び
、
そ
の
後
約
一
カ
年
に
及
ぶ
不
況
（
鍋
底
景
気
と
い
わ
れ
た
）
の
後
、
昭
和
三
十
三
年
後
半
期
か
ら
昭
和
一
一
一
十
六
年
十

二
月
ま
で
三
カ
年
半
に
及
ぶ
好
景
気
が
続
い
た
。
そ
の
間
日
本
産
業
は
古
い
設
備
を
更
新
す
べ
く
、
ひ
た
す
ら
技
術
革
新
の
途
を
歩
ん

だ
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
年
ま
で
は
、
戦
前
か
ら
の
設
備
、
技
術
の
補
完
。
修
正
の
途
を
歩
ん
で
い
た
が
、
産
業
界
と
い
わ
ず
各
種
研

究
所
に
於
い
て
も
昭
和
三
十
一
年
頃
か
ら
は
積
極
的
に
新
し
い
技
術
の
採
用
と
開
発
に
力
を
注
ぐ
と
い
う
情
勢
で
あ
っ
た
。



i鱗鱗；

ミ

ヰニ

二
司
社
長
の
海
外
出
張

1４２７

司社長渡米

以
上
の
よ
う
な
世
界
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
主
と
し
て
外
国
書
籍
や

文
具
。
洋
品
の
輸
入
販
売
を
営
業
の
目
的
と
す
る
当
社
に
と
っ
て
は
、

外
国
の
事
情
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
司
社

長
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
何
回
か
外
国
へ
出
張
し
た
。

そ
の
う
ち
で
、
昭
和
三
十
一
年
五
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
所
新
設

の
た
め
の
渡
米
に
つ
い
て
は
、
別
に
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、

そ
の
後
の
海
外
出
張
に
つ
い
て
記
述
し
て
お
こ
う
。

司
社
長
第
三
回
目
の
海
外
出
張
は
、
東
京
商
工
会
議
所
副
会
頭
と
し

て
欧
米
各
国
の
商
況
視
察
と
昭
和
三
十
二
年
五
月
五
日
か
ら
ナ
ポ
リ
で

開
か
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
国
際
商
業
会
議
所
）
総
会
に
出
席
の
た
め
で
あ
っ

た
。
同
年
四
月
五
日
、
羽
田
空
港
を
出
発
、
ま
ず
米
国
に
向
っ
た
。
こ

の
度
は
輸
出
部
の
石
田
義
起
を
同
伴
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
い
て

石
田
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
所
員
と
し
て
残
し
、
前
年
来
同
所
に
在
勤

せ
る
石
川
実
、
桜
井
喜
代
志
の
う
ち
桜
井
を
帯
同
し
て
欧
洲
に
向
っ
た
。



１４２８

欧
洲
で
は
ナ
ポ
リ
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
総
会
に
出
席
の
前
後
、
英
・
仏
。
独
等
の
主
要
取
引
先
の
訪
問
と
経
済
事
情
を
視
察
し
て
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
を
経
由
、
六
月
十
日
帰
朝
し
た
。

旅
中
、
ア
メ
リ
カ
の
好
況
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
復
興
、
社
会
保
障
制
度
の
発
達
、
労
働
争
議
に
お
け
る
良
識
あ
る
解
決
、
繁
華
街
の

落
つ
い
た
男
女
の
服
装
、
西
独
の
驚
く
可
き
復
興
の
状
況
に
つ
い
て
感
想
を
「
東
商
新
聞
」
等
で
報
じ
て
い
る
。
と
く
に
米
国
市
場
に

お
け
る
日
本
商
品
の
ぬ
け
が
け
的
乱
売
に
つ
い
て
、
今
回
も
、
そ
れ
が
、
日
本
の
信
用
を
堕
す
重
大
要
素
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
る
と
述

べ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
、
こ
れ
は
外
国
貿
易
開
始
以
来
の
宿
弊
の
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
三
十
四
年
四
月
六
日
司
社
長
は
、
日
本
商
工
会
議
所
及
び
東
京
商
工
会
議
所
を
代
表
し
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
国
際

商
業
会
議
所
総
会
、
国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
議
日
本
代
表
団
主
査
と
し
て
出
席
の
か
た
わ
ら
取
引
先
訪
問
の
た
め
渡
米
し
た
。
こ
の

訪
問
中
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
於
い
て
主
要
出
版
社
が
歓
迎
の
た
め
昼
食
会
を
開
い
て
く
れ
、
司
社
長
は
そ
こ
で
日
本
の
経
済
、
教
育
及
び

出
版
等
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。
こ
の
時
の
日
本
か
ら
の
随
行
は
、
洋
書
仕
入
部
古
書
課
福
田
忠
係
長
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
本

来
の
業
務
で
あ
る
外
国
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、
稀
親
書
、
古
版
本
等
多
数
の
貴
重
な
資
料
を
蒐
集
し
、
非
常
な
成
果
を
収
め
て
五

月
四
日
司
社
長
と
共
に
帰
国
し
た
。




